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研究の目的
【がんに対するイメージ 事前アンケート】

怖い
死ぬ

いろいろな種類がある

年配者に多い

治りにくい

ほとんど治らない

ご飯が食べられなくなる
一度かかったら終わりの病気

命にかかわる病気
治すのに多額のお金がかかる

タバコが原因

遠いようで身近にある存在

子供でもなる人が多い病気

早期発見で治すことができる



研究の目的 【事前アンケート】



研究の目的

【アンケート結果】

がんに対するネガティブなイメージを持っている

がんについての知識が漠然としている

がん患者へのかかわり方が分からない

•がんの正しい知識の習得

•がんと向き合い、自分らしく生きていくために



事前学習

くまがやピンクリボンの会によるご講演

サバイバー差別 キャンサーギフト



単元計画（全３時間）

１時間目 生活習慣病とその予防

２時間目 がんの発生要因とその予防

３時間目 がん患者への理解と共生



実践内容 【導入】



実践内容 【学習課題】

これまで学んだことを活かして、

がん患者と共に生きていくために

大切なことは何かを考えよう。



実践内容 【事例１についてのグループワーク】

正しい知識を持ち、がん患者を理解することで、共に生きることができる。

事例１ 【Ａさんの事例】

友人に自分が大腸がんになったことを伝えた時「生活
習慣が悪いからがんになったんだ」と、あっけらかんと
言われました。

私は共働きで、妻と交代で食事を作っていましたが、
常にバランスの良い食事を心がけていたつもりですし、
妻もせめられているような気持ちになり、悲しくなりまし
た。

がんに対する誤解や決めつけがなくなればと思いま
す。



実践内容 【事例２についてのグループワーク】

中学生の自分たちにも、がん患者に寄り添って、支えることができる。

事例２

私の親は、数ヶ月前から具合が悪そうでした。

ある日、大事な話があると言われ、がんに罹患し、抗
がん剤治療をしていることを打ち明けてくれました。私
の親は、ここ数ヶ月打ち明けることをすごく悩んでいた
のだと思います。



実践内容
【グループワークの様子】

事例について、
まずは自分の考えを書き出す。

グループで出た考えをまとめ、発表することで、
より考えを広げたり深めたりことができる。



まとめ



まとめ



学校内での連携



川口短期大学 こども学科専任講師
西内 俊朗先生 によるご講演

事後学習



成果と課題

【成果】
〇がんに対し正しい知識を得て、適切に向き合おうとする姿勢を育む
ことができた。

〇「健康な生活と疾病の予防」から発展的な学びへとつなげ、罹患さ
れた方とともによりよく生きるための実践意欲を高めることができた。

【課題】

〇教科等横断的に授業を展開することができれば、今回の研究をより
深めることができた。



ご清聴
ありがとうございました。
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